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　読み始めると同時に，脳ミソが一気に
脱水機にかけられたような強い衝撃を受
けた。そして一気に読み切ってしまっ
た。これまでも訪問看護に関する本はた
くさん読んできたが，中でも一番心に
残った。建前論・理想論が並ぶ類書とは
明らかに一線を画する。
　藤田さんとは講演や視察で何度もご一
緒させていただいている。訪問看護師と
して20年間患者さんや地域と向き合い
続けてきた彼女の洞察力はとても鋭い。
価値基軸は患者目線でありつつも，その
視点は常に俯瞰的でもある。そして，理
想を目指す姿は誰よりも強い。
　僕自身も在宅というフィールドを共有
する多職種の1人である。彼女が本書で
紹介してくれた50以上のエピソード，
そしてそれぞれの複数の登場人物。自分
が在宅主治医だったら，という仮定で読
んでみた。在宅医として経験してきたさ
まざまな具体的なシーンが，彼女の訪問
看護師としての語りを通じて鮮やかに蘇
る。その時の苦悩や落胆，喜びを思い出
し，そして時に目頭が熱くなる。図らず
も自分が在宅医療の道を選択したその原
点を再確認するとともに「『家に帰りた
い』『家で最期まで』をかなえる」という
使命を共有する1人として，自らの仕事
の意味を問い直す機会となった。
　本書のサブタイトルには「看護の意味
をさがして」とある。藤田さんは誰もが
認める訪問看護師のカリスマだが，彼女
の実践，そして彼女の行動の基軸にある
その心は，訪問看護の枠を超えた「看
護」とは何かという問いそのものに対す
る答えであるように感じた。
　彼女の生活や人生に寄り添う姿勢は，
一言でいえば「素直で美しい」。
　彼女も自身の言葉で書いている。「命
の選択は相変わらず重くて難しい。何が
正解か分からない」。
　専門職としての正義を振りかざすので

なく，汎用性のある模範解答を提示する
のでもない。感情に振り回され合理的判
断ができない弱く優柔不断な人間という
存在に対する愛おしさ。そして，患者も
家族も自分たちも人間なのだという当た
り前の前提と，その中で生活を支える，
人生を伴走するとはこういうことなのだ
ということを教えてくれる。
　人生って多様だ。そして，人生って素
晴らしい。さまざまな職種が交わる在宅
の現場で，看護がイニシアチブを取るべ
き合理性も理解できる。そして，改めて，
人生の最期は医療じゃなくてケアなの
だ，ということを再認識させてくれる。
　この本のもう1つの側面は，管理者と
しての語りだ。患者・家族の願いを支え
る姿勢を持つ看護師を育てる，それぞれ
のなりたい看護師への自己実現を支え
る。そんな経営者，チームリーダーとし
てのあり方についても考えさせられる。
　時々こぼれてくる弱音や愚痴は，同じ
立場にいるものとして共感。ついクスッ
と笑ってしまう。保険制度による制限，
24時間対応のあり方，費用，トラブル対
応，みんな悩んでいることは同じなのだ。
　まずはスタッフを大切にすること，そ
して患者・家族と真摯に向き合うこと。
相手が求めているものと，相手が本当に
必要としているものをしっかりと見極め
ること。そのバランス感覚と，患者・家
族そしてスタッフの真のニーズをキャッ
チする力こそ，本当の経営と，そして本
当の対人援助を実現するために不可欠な
ものであることを教えてくれる。
　日本の高齢化はまだまだ進む。医療や
介護に対する社会のニーズも変化してい
く。その両者の結節点にある「看護」は
どうあるべきなのか。この本を読むと，
そんな未来も見えてくる。
　在宅のみならず病院や行政機関で働く
看護職の人たちにとっても，必ず読むべ
き1冊だと思う。
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